
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

  

■会員随時募集中！！ 
◇正会員：KU-MA のミッションに賛同し、活動を推進する個人/法人・団体  
年会費 個人：10,000 円(学生 5,000 円)、法人・団体：50,000 円 

◇賛助会員：KU-MA のミッションに賛同し、寄付いただける個人と法人・団体 
 年会費 個人：１口 1,000 円、法人・団体：１口 50,000 円 
※個人賛助会員への会員証の発行、メールマガジンの送付は 5口以上からです。 

■会費や寄付金のお振込先 
【会費や寄付金のお振込先は下記の口座へ】 

横浜銀行 渕野辺支店 普通預金 1768456 

特定非営利活動法人子ども・宇宙・未来の会  

会長 並木 道義 

「子どもの宇宙」を広げ 未来を豊かに 
 KU-MA は JAXA 宇宙教育センターと宇宙教育活動に関する協定書に

基づき、連携・協力しながら宇宙教育活動を推進しています 
「宇宙の学校®」は、KU-MA の登録商標です 

認定NPO法⼈ ⼦ども・宇宙・未来の会「宇宙の学校」事務局 
〒252-5210神奈川県相模原市中央区由野台3-1-1JAXA内 
電話・FAX : 042-750-2690  
E-mail : KU-MAs@ku-ma.or.jp  
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ :https://www.ku-ma.or.jp 

“宇宙を視座に大人が変わる 子どもが輝く 美しい星が生まれる” 【子どもと宇宙と未来をつなぐ】 

活動報告＆予定 
自主事業 
5/19 令和 5年度第 1回理事会 
6/17 令和 5年通常総会 

「宇宙の学校🄬」 
5/14 令和 5年度は東京都立川会場からスタートしました。 

新規開校 
6/11 Pips「宇宙の学校」(世田谷区)  
7/17 成瀬中央「宇宙の学校」(町田市) 
今年度は全国 33 か所で開催予定です。 

「宇宙の学校」の開催日程はホームページをご覧ください。 

宇宙教育指導者セミナー支援  
6/4 宇宙教育指導者セミナー支援(岡山県) 
7/23 宇宙教育指導者セミナー(宮城県塩竃市) 

イベントおよび CSR 等支援 
4/28 C-Net講師派遣(リモート) 
4/29 こども天国ワークショップ支援(茨城県取手市) 
5/13.14 相模原市若葉まつり出展(神奈川県相模原市)  
5/21 ユニコムプラザ講師派遣(相模原市) 
6/3 さんそ学習館ケイオス宇宙教室(島根県安来市) 
7/1 ジャポニカ学習帳宇宙教室(福岡県直方市) 
8/1 東京都交通局「白丸ダムアカデミー」(東京都青梅市) 
8/5 イーアスつくば「子ども宇宙教室」(茨城県つくば市) 

 8/8 MHI 理科授業(愛知県春日井市) 

今後の活動予定 

8/19,26 KU-MA オンライン講座 

8/23 CKD㈱モノづくりから学ぶ理科教室(愛知県小牧市) 

8/27 ジャポニカ学習帳宇宙教室(神奈川県相模原市) 

 9 月以降も宇宙教室等のご依頼をいただいています。 

▮編集後記 

昨年度の「宇宙の学校」はコロナ対策のため家族ごとでの活動でしたが、今年

度からグループでの活動が再開しました。大きな熱気球をグループで相談しな

がら作っている姿を見ていると、ようやくこの光景が戻って来たかと感慨深い

です。完成した大きな熱気球が揚がるとみんな笑顔になり、こちらも嬉しくな

ります。(田) 

会員情報 
正会員 165（個人：152 学生：3 企業・団体:12） 

賛助会員 46（個人：35 企業・団体：11） 

みなさまの会費や寄付金が運営費の一部となり、 

KU-MA 活動を展開させていただいております。 

日頃のご支援に心より感謝を申し上げるとともに、引き続き、

活動および活動資金へのご協力をお願いいたします。 

当会への寄付（賛助会費含む）は、寄付金控除の対象となり

ます。詳しくは Web ページでご確認ください。 

令和 5 年 6 ⽉ 17 ⽇(⼟) 令和 5 年度 KU-MA 通常総会を開催しました 

今年の KU-MA 通常総会は対⾯とリモートの初のハイブリッドで開催しました。天気も良く、 
6 ⽉にしてはかなり暑い⽇でした。4 年ぶりの対⾯開催となり、加えて⼟曜⽇だからでしょうか、
たくさんの会員の⽅にお会いできました。 

正会員総数 157 名のうち、出席数は出席と書⾯表決書合わせて 99 名となり、成⽴しました。 
審議事項では、令和 4 年度の事業報告、決算報告、令和 5 年度の事業計画案、予算案と各議案の

報告と説明、質問の回答を⾏い、全議案が承認されました。 
ご出席のみなさま、書⾯表決書をお送りいただいたみなさまにこの場を借りて御礼申し上げます。 

開催模様は次ページで紹介します 

お詫び 

総会資料 12 ページの令和 4 年度活動計算書の４

その他収益の科目に数字の 0 が重なって科目名

が見えなくなっており、大変失礼いたしました。 

正しくは上から「雑収益」「その他の収益計」と

なります。お詫びして訂正いたします。 

この 3 年間でオンライン配信ができるように

なりましたが、会場とリモートのハイブリッド

開催というのはႀႁႂ初めてでした。 

今回の開催にあたり、配信の方法や機材等、

(公財)日本宇宙少年団（YAC）の副事務局長 

小定様（正会員として出席）に協力していただ

きました。 

開催方法の相談から配信テスト、当日の動作

チェック、カメラ操作まで大変お世話になりま

した。最初のうち、リモートの方に音声が聞こ

えにくかったトラブルもありましたが、会場か

らもリモートからもお互いがよく見えていた

と思います。 

ご協力に心より感謝申し上げます。（事務局） 

総会の裏側で・・・ 

もう 1つ・・・会場が暑くて冷房が効かないと思ってい

たら、付けたつもりが動いておらず、片付け中に気が付

いて帰る頃に涼しくなりました。出席された方、さぞ暑

かったᶠɥɡɟと思います。申し訳ございませんでした。 



 
 
so 
  

KU-MA とわたし 
会員 ⼩林

こばやし
 輝明

てるあき
  

「宇宙の学校」を立ち上げたのは、平成 21 年の

ことになります。東京都新宿区で、中学校の理科教

員として勤務していた私がまず取り組んだのが、仲

間づくりです。声を掛け合い、賛同を得て、区内の

小・中学校理科教員を中心として、都内の現職小・

中学校理科教員および退職教員で構成された、『シ

リウスの会』を誕生させました。 

シリウスの会の目的は、社会教育活動を中心とし

た社会貢献です。そのため、新宿区教育委員会や、

新宿区内のロータリークラブ、東京青年会議所、小

中学校 PTA、などたくさんの方とそのつど連携して

活動を積み重ねました。 

そのときに心がけたことは、①個人の活動にしな

い、組織として取り組む②一回だけのイベントにし

ない、継続して実施する③学校の先生だけの活動に

しない、地域を巻き込んだ社会教育として発展させ

るということでした。 

その後会場や規模を変えながら毎年実施してき

ましたが、いずれも参加者はたいへん熱心に取り組

み、活発な活動が見られました。工夫された教材に

触れることは、参加した教員にとって授業に役立つ

有益な時間でしたが、何よりうれしかったのは、老

若関係なくスタッフとして加わっていた方々が、参

加者の熱意に教育者としての使命感を改めて感じ

たと毎回話されていたことです。 

また、こうした新しいことを生み出すには、大変

な労力と熱意を必要とするので、一人の力だけでは

到底成し遂げられません。当時は区内に先輩の新田

正博先生が勤務していて、新田先生のご尽力があっ

たからこそと、心から思います。人のつながりが大

きな力となることを学びました。 

私たちの身の回りの自然に目を移せば、都市部

では以前は身近にあった畑や野原が姿を消し、コ

ンクリートに囲まれた人工の公園でしか土や草に

触れることができなくなってしまいました。この

ように身近な自然が失われつつある現在では、子

ども自身による観察・実験など、自然に直接触れ

る学習活動の重要性が一層叫ばれています。 

「自然に触れる」とは、野外に出て自然の中に身

を置き、からだ全体で自然を感じることではない

でしょうか。そこにはいつも、美しいものへの感

動、巧妙な自然のしくみへの驚き、そして自分な

りの新しい発見を知る喜びがあります。 

 「宇宙の学校」を通して、「宇宙」に包括される

それらのさまざまな素材を活用して、子どもたち

の心に好奇心・冒険心・匠の心を育んでいくとい

う KU-MA の宇宙教育コンセプトを実践していく方

が、一人でも増えることを期待しています。 

総会開催レポート 

宇宙の学校 開催時のお二人 

写真左：新田正博さん 右：小林輝明さん 

今年度の通常総会は対面とリモートの初のハイブリッド方式で開催しました。 

寺薗淳也さんの司会で、並木会長のあいさつから始まり、議長は上坂理事が選任されました。

正会員総数 157 名のうち、出席数は出席と書面表決書合わせて 99 名で開催が成立しました。 

審議事項では、令和 4年度事業報告、決算報告、令和 5年度事業計画案、予算案と各議案の報

告と説明、質問への回答を行い、全議案が承認されました。 
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催
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収
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貴
重
な
ご
意
見 

出
席
者
の
方
か
ら
、『
K

U-
M

A

は
大
丈

夫
な
の
か
、
心
配
で
仕
方
が
な
い
』
と
い
う
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
財
務
や
事
務
局
体
制

を
見
る
と
確
か
に
そ
の
通
り
で
、
同
じ
意
見
の

方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。 

現
状
の
解
決
に
は
、
会
員
の
増
加
、
事
業
収

益
の
増
加
が
喫
緊
の
課
題
で
、
様
々
な
活
動
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
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ら
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を
継
続
し
持
続
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能
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ま
た
、
今
回
の
よ
う
な
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

交
流
会
な
ど
も
定
期
的
に
開
催
し
て
欲
し
い

と
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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画
し
て
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い
り
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す
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昨
今
の
世
界
や
日
本
の
将
来
を
考
え
る

と
、
い
の
ち
の
大
切
さ
を
基
盤
に
し
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宇
宙

教
育
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推
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て
い
る
K
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A
の
重

要
さ
が
一
層
増
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ

ま
す
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こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
を

賜
り
な
が
ら
K

U-

M

A
の
宇
宙
教
育
を

広
め
、
明
る
く
豊
か
な
未
来
づ
く
り
の
活
動

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。 
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休
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を
挟
ん
で
、
会
員
交
流
会
に
う
つ
り
、

様
々
な
経
験
や
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
の
想

い
や
、
宇
宙
の
学
校
を
開
催
し
た
い
と
思
っ

て
参
加
し
た
方
な
ど
、
出
席
者
全
員
に
自
己

紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
過
ぎ
、
充
実
し
た
交
流
会
と

な
り
ま
し
た
。
ま
だ
お
会
い
で
き
て
い
な
い

会
員
の
方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、

会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
機
会
を
作
っ
て

ま
い
り
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す
。 

懇
親
会
（
み
ん
な
で
お
食
事
会
）
は
な
い

の
か
と
い
う
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
念

の
た
め
今
年
は
無
し
と
い
た
し
ま
し
た
。 

初
め
て
会
う
方
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
方
と

す
ぐ
に
別
れ
て
し
ま
う
の
は
少
し
残
念
で
し

た
が
、
来
年
は
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。 

写真左から 司会の寺薗さん   会⻑挨拶           議⻑に選出された上坂理事   オンライン配信模様 

写真左から リモート参加のみなさん   事務局より報告    交流会 ⾃⼰紹介模様     リモートの⽅の⾃⼰紹介模様 


